京都市「架け橋期のカリキュラム」例は、小学校区を中心とした地域の幼保小接続を実現する上で考えられる一例であり、
異校種間のカリキュラムをイメージし、各ブロックで作成される際や、作成までの間のヒントとなるよう参考例として示すものです。
就学前施設における具体的な保育実践（活動）は各園のカリキュラムに基づいて実践するものであることを踏まえ、1年生の受け入れ方を考慮し工夫しましょう。





	共通の視点
	

	①目指す子ども像
	安心感を基盤に、主体的に夢中に遊び（学び）、友達と関わりながら、自己発揮する子ども（幼保５歳児と共通）

	時　　　　期
	４　　　　　　　　　　５　　　　　　　　　　６　　　　　　　　　　７　　　　　　　　　　８　　　　　　　　　　９　　　　　　　　　１０　　　　　　　　　１１　　　　　　　　　１２　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　３

	②発達の具体的な姿とその流れ
	自分の好きなことや得意なことがわかってくる中で、それ以降の学びや生活へと発展していく力を身に付ける時期
【安心（先生や友達との信頼感）】　　　　　　　　　　　【成長（主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業の中で）】　　　　　　【自立（成長の自覚と２年生への期待）】

	
	安心・安定した生活（新しい環境の中で信頼できる先生や友達と出会い、主体的に自己発揮し、学校に慣れ見通しを持つ。）
　　　　　　　　　⇒学ぶことについての意識があり、各教科の学習内容について授業を通して学び、様々な活動を楽しむ（自覚的な学びの芽生え）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒学習活動を通して他者と関わりながら、自分の課題解決に向けて意欲的に学んでいく（自覚的な学びへの意欲）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒成長の自覚と自立（これまでの成長の確認とこれからの成長への期待）

	③小学校の生活科を中心とした各教科等の単元構想等
＊1年生：幼児期の経験を踏まえての活動は、児童の安心も学びの深まりも実現できることを意識して授業を展開すること。経験してきた子どもと共に楽しい授業を創りましょう。
＊ページ数は、手引きに掲載された実践例のページです。
	＊「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ、幼児の発達や学びの様子を理解した上で、カリキュラムをデザインする。
＊架け橋期の発達の特性を踏まえ、スタートカリキュラムの充実（生活科を中心とした合科的・関連的な指導の工夫や弾力的な時間割の工夫）を図る。
＊就学前施設と話し合って授業づくりをする等、就学前施設での子どもの育ちと学びを生かしたより充実した授業になるようにする。






【幼児期の遊びや経験した活動を共有した単元例】　　＊基本的には、幼児期の遊びや生活で育まれた資質・能力は、すべての教科の素地になっている。図画工作科
「ちょきちょき～」「すなやつちとなかよし」「カラフルいろみず」等多数（Ｐ７７）
音楽科
「うたっておどってなかよくなろう」「がっきとなかよくなろう」等多数（Ｐ６８）
算数科
「わくわくすたあと」「いろいろなかたち」等（Ｐ６７、７１）
国語科
「おはなしききたいよ」「なんていおうかな」　等（Ｐ６６）
生活科：「いちねんせいがはじまるよ」「あきとともだち」「もうすぐみんな２年生」等全ての単元　　　　　　　　　　　　　特別の教科　道徳科：幼児期の育ちが全ての教材の素地
体育科
「かけっこリレーあそび」「ゆうぐであそぼう」等
「～あそび」等多数（Ｐ７３）


	➃指導上の配慮事項
	教師の
関わり
	・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図る。（資質・能力の育成を目指す、単元などのまとまりを見通し計画を立てる、各教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせ、より質の高い学びを目指す、基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得を図る。）
・安心を生み、成長、自立を支える人的な環境として、教師は、児童と一緒に活動を楽しみ、児童の様子を温かく見守り、児童の目線で話を聞くようにする。
・一人一人の子どもの内面の理解に努めながら、自己肯定感を高め、よさや可能性を引き出す個に応じた適切な声かけや支援を行う。


	
	環境構成・環境づくり
	・園における環境（教材）の工夫などについて、小学校でも適宜取り入れ、ＩＣＴも有効に活用しながら、架け橋期の教育の充実を図っていく。
・児童が主体的に学びに向かえるよう、活動に応じて、教室の空間づくりに工夫をするなど、十分に活動し、自己発揮できるように環境を設定する。
・入学当初は、幼児期の生活の流れを知り、遊びの環境をつくるなどして、児童が安心して学校生活に慣れ、活動できる環境づくりをする（Ｐ６３、６４）


	⑤子どもの交流
	参考例）　　「すなやつちとなかよし」（ｐ８０、８１）　「なつとともだち」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「運動会の交流」「あきみつけ」（Ｐ８２～８５）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活科「もうすぐみんな2年生」（Ｐ８６～８９）

	⑥教職員の交流
	架け橋ミーティング　　参観・連絡会　　　　　　　公開保育・授業　　　合同研修会　　　　　　　　　　　子どもの交流の事前・事後研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入学児の連絡会　　　　　　架け橋ミーティング

	⑦家庭や地域との連携
	・半日入学など、入学以前から、子どもや保護者の入学への不安が軽減できるような取組を工夫する。（Ｐ６２）
・幼保小連携・接続の意義を保護者や地域に発信する。


京都市「架け橋期のカリキュラム」例（1年生）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○小学校ブロック
架け橋期のカリキュラム作成は必須ではありませんが、架け橋プログラムの取組が進み、醸成してくると、年間計画や架け橋期のカリキュラムを作成するブロックも増えてきました。京都市幼保小架け橋プログラムに掲載している一般的な参考例をワードで作成して、掲示します。「目指す子ども像」を話し合っていただき、参考例に今年行った足跡を残していけば、次年度は、各ブロック独自の架け橋カリキュラムになります。毎年カリキュラムマネジメントを行いながら、各ブロックに沿った内容にしていきましょう。
（参考資料）
幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）


